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Abstract

Recentandfbssil rock-boringbivalveswereobtained廿omtheKamiisoarea, southwestemHokkaido,Japan.

Recentrock-boringassemblageiscomposedoffivebivalves,〃""e"αgrz6城〃"s”"iS,Rs"伽〃"swz"6"is,

ZIDIz"s"bco"s"”αandM""加加"〃ね加邦"α. Theassemblageischaracterizedbythewann-waterspecies

suchasl;""SandR"z"""iSduetotheinnuenceofwamlTsugamcuI･rent. FrOmthePleistoceneTomikawa

Formation, fbssilrock-boringbivalvesandtheirburl･owswel･eoccurre(1 Pleistocenerock-bol･ingassemblage

consistsoftwocold-waterspecies,JV@""/oWe"αj"0""a''d厩α""αα”"".Theassemblageisassociatedwith

molluscanfOssilsofthecold-waterSetanaFauna.OccurrenceoftheN@""/0獅酬aassemblageisascribedtothe

coolerclimateinPleistoceneagethaninthemodem.

1 ． はじめに

穿孔性貝類は固着性貝類とともに，硬質の岩盤に適

応した特殊なグループである(Savazzi, 1994) これ

らの貝類は，主に岩礁潮間帯に生息し，波食棚上の基

盤あるいは巨礫～大礫に穿孔している． このため穿孔

性貝類化石の産出は，従来から不整合の認定や潮間帯

を指示する示相化石としても注目されてきた

(UozumiandFujie,1956;紺野・松浦, 1964) . しかし，

穿孔性貝類の穿孔方法や個体古生態の側面については

いつかの研究(Evans, 1968;SavazZi, 1994;伊藤，

1994)があるが，群集古生態やタホノミーの側面から

の検討は必ずしも十分ではない(Radwanskil, 1970;

Bromley, 1994)

一方，岩礁表面や巨礫～大礫の表面に残された岩石

穿孔性生物の痕跡を示す生痕相Z》”α""eSichnofacies

(Pemberton"",1992)も古環境復元の際には有効であ

る．生物の体化石が残きれない場合でも， このような

生痕化石は過去の岩礁海岸を認定する有効な証拠とな

る． これらは，岩石穿孔性貝類， ウニ類，海綿， コケ

ムシ等の痕跡で代表される． とりわけ岩石穿孔性二枚
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Fig. 1Localitiesof therecentandfossil rock-boring
bivaIvesiromtheKamiisoarea,southwestern

HokkaidoRecentl.Kamekawa,2Mitsuishi,

3.Kattoshi,Fossil:4.Hosokomatazawa,5.Hekirili.
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貝類は特徴的な巣穴化石を伴うことも多< (Uozumi

andFujie, 1956;紺野松浦, 1964),特に注目される

グループであるといえよう．

今回，西南北海道の上磯地域(Fig. 1)の岩礁海岸
と入かわ

および更新統富川層から新たに現生・化石穿孔性貝類

の産出を確認した．そこでこれらの穿孔性貝類の産状

や群集構成の概略を報告し，その古生態学的意義につ

いて考察する．

特徴的な生物が分布する（鈴木， 2000)．穿孔性貝類
かつとし

は，亀川(Locl),三ツ石(Loc2),葛登支(Loc3)

の海岸の波食棚の基盤やクレビス堆積物中の巨礫～大

礫(Fig.2B)に認められた．

一方，西南北海道渡島半島には海成上部新生界が広

く分布し,その最上部を占める諭層は渡島半島に点
在してみられ､上磯地域では富川層とよばれる（雁沢，

1992) .富川層（三谷ほか, 1965)は下位の茂辺地川

層を不整合で覆い，主に礫岩・砂岩・シルト岩から構

成され，特に下部層には多数の貝化石層(Fig3A)

が挟まれる（坂上ほか, 1965) .本層の地質時代は，

産出する貝類化石に基づいて前期更新世と考えられて

いる(SuzukiandAkamatsu, 1994) .今回，穿孔性貝類

化石及び巣穴化石(Fig.3B)は，細小股沢川(Loc.4)

と辺切地川(Loc. 5)に分布する富川層下部の砂岩

層・礫混じり砂岩層から産出した．

2．採集地点および化石産地

西南北海道函館湾西岸の上磯地域には， “平磯”

([idalplatfbrm) とよばれる広い波食棚をもつ岩礁海岸

(Fig.2A)が発達するこれらの海岸は．細粒砂岩・
もへ陽がわ

シルト岩を主体とする上部中新統～鮮新統の茂辺地川

層（三谷ほか， 1965）から構成される．たとえば，上

磯地域三ツ石では，海岸線が約2,000mにわたり沖合

150mまで岩盤が広がる． この地点での潮位差は約

60cmで，干潮時には“平磯”のほぼ80%が露出する．

上磯地域の海岸は露出度の弱い岩礁海岸に属するた

め，露出度の強い岩礁海岸ほど明瞭ではないが，潮間

帯で生物の帯状分布が確認される．岩礁潮間帯は潮間

帯上縁部，真潮間帯及び亜潮間帯上縁部に3分され、

3．現生岩石穿孔性二枚貝類群集

函館湾西岸の岩礁海岸の3地点から岩石穿孔性二枚

貝類を採集したこれらはいずれも基盤および礫に穿

孔しており,岩石中の巣穴に穿孔主の貝殻が見られた．

穿孔性貝類の大半は、細粒砂岩シルト岩等の“軟質

掌域
鞍犠

Fig. 3Fieldoccurrence intheTomikawaFormationat

Hosokomatazawa.A.Exposureofpebblyconglomerate

includil19shellsandboring-shelis.B・Cobbleburrowedby

theboring-bivalve/形"asrome/b.

Fig.2Fieidoccurrenceoiaintertidal rocky-shoreatMitsuishi

(Loc2).A.Tidalplatformcomposedof fine-grained

sandstoneandsiltstone_BCrevicedepositsincluding

gravels.Notethisdepositsincludecobblesorboulders
burrowedbytheboring-bivalvePen//e"O.
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Fig.4Recentandiossilrock-boringbivalvesandiheirburrows.1,2Pen"e/bgabb"(Tryon),Recent

(Loc､1),3.ﾉrusm"js(Deshayes),Receni(Loc.2八4Pseudo/msmilabjIIs(Deshayes),Recent

(Loc.2). , 5Zﾙ白easubco"si"cia (Yokoyama),Recent (Loc.1).,6.Ne#asiome脂腫pon/ca
(Yokoyama),Receni(Loc.1)., 7,8./Ve"asiome//ajapon/ba (Yokoyama)Fossil(Loc.4),9

BurrowsoI IVeriasiome"ajapon/ba(Yokoyama),Fossil(Loc.4).

Speciesname Recent Fossi l

l 2 3 4 5

Rse""irMsmir""is (Dcshayes)

l)ws""s(Deshayes)

Mtrm/Azar℃"αz (Linnaeus)

Pe"i陀敗z8""(Tryon)

ZIJWze@zs"bcc""ic"(Yokoyama)

雌"“ro碗g"α沢ZPo"i"(Yokoyama)

○○

◎◎○

○ ．卜

●●◎

十

○ ●十

Abundant二●,Common:O,Few:O,Rare:+

Tablel Speciescompositionofrecentandiossil rock-boringbivalveassemblagesiromtheKamiiso

area.1-5LocalitynumberinFig.1
Abundant (>10),Common(10-6),Few(5-3),Rare(2-1)

岩”に穿孔しており，安山岩等の“硬質岩”の礫への

穿孔はまれであったこれらの穿孔性二枚貝類は5属

5種におよぶ(Tablel,Fig.4) .

いずれの地点においても脚""g"α評肋〃（カモメガ

イ）が卓越し，次に〃"s〃""s (マツカゼガイ）が多

い． また,Rs8"o"""""is (チジミイワホリガイ）

を随伴する． さらに亀川(Loc. l)では, Zi"""

SZめ""s"ici"(ニオガイモドキ),JW""jo"'2"αj"""

(ヨコヤマスズガイ）が産出した．産状についてみる

と，鹿”""α“肋〃は大型の巣穴をつくり，安山岩の

ような“硬質岩”にも砂岩やシルト岩のような堆積岩

類にも穿孔する．一方，〃"s"""sは小型の巣穴をつ

くり．砂岩やシルト岩のような堆積岩類に穿孔するこ

とが多い．

上磯地域の岩石穿孔性貝類群集は，上磯地域の岩石穿孔性貝類群集は，産出頻度に基づ

いて彫""g"α“66"-〃"s柳"is群集とすることができ

る． この群集の概成種の地理分布をみると，此""e"”

“肋"は，北海道・男鹿半島以南， 日本海，四国，九

州に，〃"sl""sは，陸奥湾・津軽半島以南から九州

までのEI本全国，中国南部，台湾，東南アジアに分布

する． また，鹿c"伽""s"2"tz6"isは，北海道南部・男

鹿半島以南， 日本海，瀬戸内，四国，九州に，〃””

s"I)cO"s"ic雌は．北海道・男鹿半島以南， 日本海，四

国，九州，台湾，東南アジアに，Ⅳe〃“j0柳e〃α

”0"“は，北海道以南から九州までの日本各地に分

布する（波部, 1977;肥後・後藤, 1993). なお、現
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期的な暖流系種の侵入はしばしば見受けられる現象で

ある(Bar'ye"L,1995) .

富川層の穿孔性貝類群集は,""2"αsi0籾2"αj"0""

が優占し，厩α“αα姥"“を伴う』w"(ZStO"Ze"αj"o〃抑

群集である． これらの穿孔性貝化石は，富川層の基盤

である茂辺地川層には認められず，礫混じり砂岩中の

中礫～大礫に認められた． このため，穿孔貝や巣穴化

石をもつ礫は，本来の生息地（岩礁海岸）から移動し

て埋積されたものと思われる． しかし，保存の良い岩

礁性貝化石(A'℃α加邸""i,励減""鰯dαﾉ",R"ct"γ""

"0"恥,A""α“〆"it加,HO""j"0"7""ZzISS"""etc. )

の産出や化石包含層が淘汰不良の礫岩・礫混じり砂岩

であることを考慮すると,長距離の移動は考えづらく、

おそらくこれらの粗粒相は沿岸部の海底チャネル堆積

物と推定される．

N@"""籾8""j"0"",""β恥α池"“はいずれも寒

流系の現生種で，現生のN"ns/0"22"αj"""群集は

典型的な‘‘北方型”群集である（品田・天野, 1995) .

また， この化石群集には，寒流系の瀬棚動物群

(Suzuki andAmamatSu, 1994)の代表種のCﾙﾉα"ZyS

"is伽〃""sis,&0""賊α6形""妙ﾙ0"αα等を随伴するこ

とが多い．以上のことから，富川層の穿孔性化石群集

は寒流の影響が顕著な岩礁海岸に生息していたものと

推察される．今後，渡島半島の瀬棚層基底部から産出

した穿孔貝化石やその巣穴化石についても，同様の検

討が必要であろう．

生の“彫れ"e"〃群集”は，北海道，本州，四国，九州

にかけて広範に認められる（伊藤, 1994;品田・天野，

1995)．

4．更新世岩石穿孔性二枚貝類群集

上磯地域の富川層下部から産出した穿孔性貝類化石

は， 2属2種で(Table l,Fig.4) ,N@"aSjO"Ze"α

"0"c(z (ヨコヤマスズガイ）の貝殻及び巣穴化石と

職a""α"c""(ハナシキヌマトイガイ）が認められ

た．細小股沢川(Loc.4)では，下位の茂辺地川層の

シルト岩（＝当時の基盤）の上位約10mに位置する礫

岩層に認められた． ここではW@"αSiO"22"αj"加"j“の

貝殻及び巣穴化石（シルト岩礫） と蔵“"αα""c"は

貝殻化石が採集された． また，辺切地川(Loc. 5)で

は，富川層下部の礫混じり砂岩層に認められ，

HY"g/〃α""“の貝殻化石と""""""j"""に由

来する巣穴化石をもつ中礫サイズのシルト岩礫が採集

された

富川層の穿孔貝類群集は,N@"αSiO"彫"αjz加"caが

優占し,""""α"c"cαを伴うので，産出頻度に基づ

いてjvな"“/""e"αj"0""群集とすることができる．

両種はいずれも現生種で, JW"αSiO"28"α”加"”α

は，北海道以南から九州にかけて,HM"""ααγc"“

は，但馬沖以北の日本海，北海道，千島，ベーリング

海に分布する（肥後・後藤, 1993) . なお，現生の

NG"αS/07"2ﾉ〃j"0"cα群集は，北海道中央部～北部の

岩礁海岸に認められ（品田・天野, 1995) .典型的な

"北方型”群集である． 謝辞

小論をまとめるにあたり，北海道大学水産学部の五

嶋聖治助教授，野田隆史博士はじめ生産基礎生物学講

座の皆様には有益なご教示をいただいた． また，北海

道教育大学岩見沢校都郷義寛教授は研究の便宜をはか

って下さり，試料採集については中川町郷土資料館疋

田吉識博士にご協力いただいた．以上の方々に御礼申

し上げる．

5．考察

上磯地域の現生穿孔性二枚貝群集は，産出頻度に基

づいて彫れ"e"tzgIz肋"-J)ws'""iS群集とされる． この

群集の構成種の地理分布をみると,Pe""e"αgu6",

Zi碗"s"6"ws"ic",Nie"aStO?"e""j"07zi"は，北海道

でも広範に分布が確認されているが，今回従来暖流系

種とされていた〃"s加茄iS,Ps"do""s〃z""6"iSとが確

認されたことは注目される．現生穿孔性二枚貝群集の

地理分布（品田・天野, 1995)からみると，上磯地域

のP"2"e"αg"66〃一〃"s”〃/s群集は, "北方型”の

』W""s/0"ze"α/"0?zicα群集とP "南方型”のB"""
"”z地"sお群集の中間の特徴をもつ．すなわち．寒流

系種の』W"αsjo"22"""0""と暖流系種の〃"s’”"S,

B"do""s"1"""iSが共産している．

このような共産は津軽海峡に面した函館湾では，津

軽暖流の影響が顕著なことと関連するのであろう． こ

のため津軽海峡沿岸地域では，従来から寒流系種に加

えて多数の暖流系種が記録されている（馬渡ほか，

1985)． また，長期的な群集組成の変化において，短
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